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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
仮
図
書
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
病
気
や
け
が
の
治
療
の
た
め
に
、

国
内
で
は
毎
日
約
３
、
０
０
０
人

も
の
患
者
が
輸
血
を
受
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
輸
血
に
必
要
な
血

液
製
剤
は
、
人
工
的
に
造
れ
な
い

う
え
に
、
長
期
間
の
保
存
も
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
冬
は
体
調
を
崩

す
人
が
多
く
な
り
、
献
血
者
が
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
輸
血

を
待
つ
患
者
さ
ん
へ
安
定
し
て
血

液
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
１
人

で
も
多
く
の
人
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時　
１
月
18
日
㈪　

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

　
　
　
午
後
０
時
30
分
～
４
時

会
場　
本
庄
市
役
所

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人　

　
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま　

　
で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま　

　
で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が　

　
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血
（
４
０
０
㎖
・
２
０

　
０
㎖
）

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
２
０
０
３

太
陽
光
発
電
設
備
は
償
却
資

産
の
申
告
が
必
要
で
す

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

太
陽
光
発
電
設
備
は
、
償
却
資
産

に
該
当
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
毎
年
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
法
人
が
所
有
す
る
太
陽
光
発
電

　
設
備

○
個
人
が
売
電
な
ど
事
業
用
と
し　

　
て
所
有
す
る
太
陽
光
発
電
設
備

○
個
人
が
住
宅
用
に
所
有
す
る
10

　
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発　

　
電
設
備

※
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は
、

税
負
担
軽
減
の
特
例
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
家
屋
の
屋
根
材
と
し
て

設
置
さ
れ
た
建
材
型
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
（
瓦
な
ど
の
屋
根
材
の
上

に
載
せ
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
除

く
）
は
家
屋
で
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
申
告
は
不
要
で
す
。

償
却
資
産
と
は
…
製
造
や
小
売
・　

　
農
業
な
ど
の
事
業
を
個
人
・
法　

　
人
で
営
ん
で
い
る
人
が
所
有
し
、

　
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ

　
と
が
で
き
る
構
築
物
や
機
械
、

　
運
搬
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の

　
事
業
用
資
産
の
こ
と
を
い
い
ま　

　
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
１

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館
の
お
知

ら
せ

　
館
内
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

左
記
の
と
お
り
休
館
い
た
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日　
２
月
８
日
㈪

※
当
日
は
、
セ
ル
デ
ィ
館
内
全
て

の
施
設
（
児
玉
中
央
公
民
館
・
児

玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分
館

及
び
図
書
館
返
却
ポ
ス
ト
）
が
ご

利
用
頂
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

★
セ
ル
デ
ィ
☎
�
８
８
５
１

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金 

 

の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

 　
市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
目
的
に
、
事
業
者
が
支
出
す
る

退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
（
次
の
①
～
④
す
べ
て

　
に
該
当
す
る
事
業
者
）

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

　
む
ね
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

　
業
は
５
人
）
以
下
の
事
業
者

②
中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
、

　
又
は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を

　
し
て
い
る
事
業
者

③
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

　
以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

　
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

④
こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

　
し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　
加
入
従
業
員
１
人
に

　
つ
き
１
年
間
当
た
り
２
、
４
０

　
０
円
（
上
限
）

※
必
要
書
類
な
ど
は
、
商
工
観
光

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込　
１
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
商
工
観
光
課
☎
�
１
１
７
５

本
庄
市
公
共
下
水
道
事
業
計

画
の
変
更
に
伴
う
事
業
計
画

書
の
縦
覧

　
利
根
川
右
岸
流
域
関
連
本
庄
公

共
下
水
道
事
業
の
変
更
に
伴
い
、

事
業
計
画
書
の
縦
覧
を
実
施
し
ま

す
。

縦
覧
期
間　
１
月
15
日
㈮
～
28
日

　
㈭
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～午

後
５
時
15
分

縦
覧
場
所下水

道
課
（
市
役
所
２
階
）

★
下
水
道
課
☎
�
１
１
４
７

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

会
（
新
規
講
習
）
の
お
知
ら
せ

　
学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業
所
、

店
舗
そ
の
他
多
数
の
者
が
出
入
・

勤
務
し
、又
は
居
住
す
る
建
物（
収

容
さ
れ
る
者
の
数
が
、
不
特
定
の

者
を
収
容
す
る
建
物
は
30
人
以
上
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福

祉
施
設
等
は
10
人
以
上
、
そ
の
他

の
建
物
は
50
人
以
上
）
に
は
、
消

防
法
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
防

火
管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
資
格
を
持
っ
て
い
な
い

事
業
所
は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

講
習
区
分　甲

種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時　
２
月
17
日
㈬
・
18
日
㈭　

　
午
前
９
時
30
分
～午

後
４
時
50
分

会
場  

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

　
（
西
富
田
９
０
４
―
３
）

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
、０
０
０
円
（
教
材
費
）

申
込  

２
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮（
土・

　
日
・
休
日
を
除
く
）
の
午
前
９

　
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
に

　

申
込
書
に
証
明
写
真
（
縦
２
・

　

５
㎝
×
横
２・
０
㎝)

を
添
付

　
の
う
え
、
直
接
左
記
へ

※
申
込
書
は
消
防
本
部
及
び
各
消

防
署
で
配
布
又
は
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

　
課
☎
�
８
３
９
２

平
成
27  
年
度
児
玉
郡
市
手
話

通
訳
者
認
定
試
験
を
実
施

日
時　
２
月
20
日
㈯　
午
前
９
時
～

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

内
容　
筆
記
・
実
技
試
験
・
面
接

　
（
埼
玉
県
登
録
手
話
通
訳
者
と

　
手
話
通
訳
士
資
格
を
有
す
る
人

　
は
筆
記
・
実
技
試
験
免
除
）

応
募
資
格　
平
成
27
年
４
月
１
日

　
現
在
満
20
歳
以
上
65
歳
以
下
で
、

　
児
玉
郡
市
の
手
話
通
訳
者
養
成

　
講
座
修
了
者
又
は
同
程
度
以
上

　
の
技
術
を
保
持
す
る
と
推
定
さ

　
れ
る
人

応
募
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
う
え
、
１
月
12
日
㈫

　
か
ら
20
日
㈬
（
土
・
日
を
除
く

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　
ま
で
に
直
接
左
記
へ

※
申
請
書
は
本
庄
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
�
７
２
７
５

蕭
�
７
３
０
９

お
知
ら
せ

川淵三郎キャプテンの健康アドバイス
　本庄市のスポーツ・レクリエーションの推進にご貢
献いただいている「キャプテン」こと日本サッカー協
会最高顧問の川淵三郎氏。サッカー日本代表選手、日
本代表監督、「Ｊリーグ」初代チェアマンを経て、第
10代日本サッカー協会会長を務められた方です。
　川淵キャプテンは以前から、市民が誰でも気軽にス
ポーツに親しめるまちづくりに取り組みたいという情
熱をお持ちでした。そんなキャプテンを平成21年、早
稲田大学の白井克彦総長（当時）が本庄市にご紹介
くださいました。本市の「市民一人1スポーツ」の
キャッチフレーズを高く評価されたキャプテンは、そ
の後今日に至るまで、本市のスポーツ・レクリエー
ションの振興にお力添えをいただいております。
　人工芝の若泉サッカーグラウンドの開設や、各小学
校の校庭の芝生化の推進、市内全域で30ものウォーキ
ングコースの設置、毎年体育の日に開催される「ス
ポレクフェスタ」などは、キャプテンのアドバイスと、
市のスポーツ推進に携わる方々の情熱により実現した
ものです。

　先日、早大本庄学院で開催された早大埼玉県校友
会において、川淵キャプテンは地元の本庄児玉稲門
会の招聘

へい
によりご講演され「足からの老化を防ぐた

め、毎日つま先立ち（かかとを上げる）運動を50回
行うと良い」と聴衆に健康についてのアドバイスを
されました。
　この運動は自分自身に合った回数で行えば良く、直
立してリズミカルに、終わってから必ずストレッチで
アキレス腱とふくらはぎを伸ばすことが大切だそうで
す。以来私もやっていますが、朝、ストレッチと共に
行うと、その一日は体の循環がとても良いことを実感
しています。みなさんもどうぞお試しください。
　昨年、キャプテンは国から文化功労賞を受賞され
ました。そして本庄市は合併10周年を記念して、川
淵三郎氏と白井前早大総長に「市政特別功労感謝
状」を贈呈いたしました。キャプテンにはこれから
も末永く本市のスポーツ・レクリエーションの振興
にお力をいただけるとのことで、心強い限りです。     

                              

                                        本庄市長


